
オゾン水Ｑ＆Ａ 

 

Ｑ：オゾンとは？ 

Ａ：酸素で出来ています。数秒～数分で酸素に戻ります。残留物を一切残しません。 

酸素Ｏ２+酸素原子Ｏ＝オゾンＯ3 

 

オゾンは国から食品添加物としての使用も認められています。 

 

Ｑ：オゾン水とは？ 

Ａ：オゾン水は水道水にオゾンを溶け込ませたお水です。オゾン水製造装置を使って生成します。見た目は

ただのお水に見えます。独特のにおいがします。 

 

Ｑ：オゾン水の濃度と時間の関係 

Ａ：きれいな容器一杯にオゾン水を満たせた場合、ゆっくり水中のオゾンが酸素に戻りその濃度は低下して

いきます。数分～数十分で普通の水道水に戻ります。（もう少し詳しく言うと溶存酸素の増えた酸素

豊富水になります。） 

 

戻る 
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しかし（以下の図）、汚れた容器の場合は一瞬で濃度は低下して０ppm になってしまいます。バイ菌、

有機物、そして臭いの元に触れると一瞬で酸素に戻ってしまいます。 

 

つまり保存は難しいです。逆に残留しないので環境にやさしいです。 

 

Ｑ：オゾン水でどんな事が出来るの？ 

Ａ：オゾン水の中のオゾンは酸素に戻りながら菌やウィルスを殺したり（殺菌・除菌）、臭いの元の臭素を

分解します。（消臭・脱臭） 

 

 



Ｑ：一般家庭用のオゾン水製造装置の設置イメージと脱臭・除菌洗浄の例 

Ａ：ご家庭での使用はシンクにある蛇口に付属のアダプターを利用して、市販の浄水器を取り付ける要領

で設置します。（写真はＹＳ０５ＺＪＷ） 

 

●生鮮食品の除菌･脱臭・鮮度保持に 

●うがい･手洗い･洗□除菌・口臭予防として 

●毎日のシンク清掃･ヌメリ取りに 

●野菜の除菌・農薬の除去に 

●お風呂･ﾄｲﾚ・お台所用具の洗浄・消臭。 

●ペットの臭いに 

●ソファーやカーテンに霧吹きを利用するとより効果的に消臭できます。 

 

Ｑ：業務用厨房のオゾン水製造装置の設置イメージと脱臭・除菌洗浄の例 

Ａ：厨房での使用は、オゾン水製造装置 1 台で複数の蛇口に対応できるＹＳ１５ＺＷ（写真）や、蛇口に

触らずに手をかざすだけで指定時間オゾン水を自動で吐水する事の出来るＹＳ０６ＺＷＡなどがあ

ります。 

 



●魚や野菜等の食材除菌洗浄 

●作業者の除菌手洗い 

●包丁・まな板等の調理器具の殺菌 

●生ゴミ置場の除菌・洗浄・脱臭 

●床面の脱臭・除菌洗浄・ヌメリ取り 

●排水溝やグリーストラップの悪臭対策 

洗浄後に水で洗い流す必要はありません。一切残留しません。酸素とお水に戻ります。 

 

Ｑ：大手食品会社の現状（野菜の殺菌）は？ 

Ａ：最近では、ほとんどの大手の食品メーカーで野菜をシンクに貯めた水の中で漬け込んで洗っています。

ご丁寧に食品用？洗剤（界面活性剤）を入れて洗浄しています。しかも、次亜塩素殺菌を 200ppm

なんて高い濃度に漬け込み除菌しています。いってみれば殺菌の為にハイターを入れたお水に漬け込

んでいるようなものです。その後のすすぎ洗いで残留した塩素の臭いを残さないように一苦労です。

個人的に野菜などが漬け込んでいる間に薬剤を自身に吸い上げないのか不思議です。 

 

 

Ｑ：塩素系の消毒はなぜ最近問題なのですか？ 

Ａ：一番の大きな問題は有機物（食べ物など）と化合することによりさまざまな種類の残留副産物を生成

してしまうことです。これは一般的に環境ホルモンとも言われ、発がん性などが指摘されています。

摂取すると体内での分解が難しく残留しやすいといわれています。よく耳にするものに水道水中のト

リハロメタンなどがあります。 

塩素系のビニールを燃やすと有機物と反応してダイオキシンが出来るのもこれらと同じ原理による

ものです。 

これに比べオゾン水は残留物を一切残さない除菌方法といえます。 

 

Ｑ：オゾン水の殺菌の短所は何ですか？また他の殺菌剤との比較は？ 

Ａ：まずオゾン水製造装置の初期コストがかかること。 

オゾン水は放っておいても数分で普通の水に戻ったりするなど保存が効かないこと事。 

殺菌する対象（汚れ、有機物、菌など）が多いとオゾン水中のオゾンがすぐに消費されてしまう為に

どのタイミングで殺菌が終わったか分かり難い点です。またオゾン水製造装置が万が一故障していて

も気付かずに洗浄作業を行なってしまわないように都度のチェックが必要になるなど扱いの難しい

点などが上げられます。 

 

 

 



他の殺菌剤との比較 

強酸性水 
殺菌水（薬品）名 オゾン水 

２室方式 ３室方式 
塩素系殺菌剤 アルコール 

ヌメリ除去 ◎ × × × 

除菌効果 ◎ ◎ ◎ ◎ 

脱臭効果 ◎ × × × 

周辺機器への影響 ◎ ×（さび） ○ × ○ 

手肌への優しさ ◎ ○ ◎ ×× △ 

食材へのダメージ ◎ ×(味の変化) ○ ×× ×× 

使いやすさ ◎ △ △ ○ 

次亜塩素濃度 ０ppm 30～70ppm 20～60ppm 50～200ppm ０ppm 

安全性 ◎ ○ ◎ ×× △ 

イニシャルコスト △ △ ○ ◎ 

ランニングコスト ◎ ◎ △ △ 

 

Ｑ：ふきんにオゾン水を染み込ませ、テーブルなどを拭いても除菌効果はありますか？ 

Ａ：ふきんがキレイであれば、オゾン水につけてから１～２分程度は除菌効果がありますが 

ふきん自体が汚れている場合は、オゾン水に浸してもすぐにオゾンが分解してしまうのであまり効果

は持続しませんのでお勧めしません。 

 

Ｑ：野菜の除菌洗浄の方法は？ 

Ａ：野菜を手にとって直接オゾン水をかけて除菌洗浄するときは数秒～20 秒ほどで除菌洗浄は完了します

が、大量の野菜をシンクにためて除菌洗浄する場合は以下のように注意が必要です。 

  

シンクにオゾン水を満たし野菜を投入すると、図のようにオゾンは一気に消費されてしまいます。 

 

供給されるオゾンよりも菌のほうが多い場合には野菜表面に菌が残ることになります。 



また野菜に泥汚れが付着している場合などは、多くのオゾンが泥に消費されてしまい菌が多く残留し

てしまいます。 

 

よって、大量の野菜をシンクにオゾン水をためて除菌洗浄する場合は以下のようにかけ流し洗浄する

ことが望ましいです。 

 

 

Ｑ：お風呂や洗面器に溜めた水道水にオゾン（ガス）をブクブクしたらオゾン水になるの？ 

Ａ：なりません。本来、気体であるオゾンは水に溶けにくいのです。オゾン水製造装置はエゼクタやミキ

シングポンプなど特殊な方法でオゾンガスを水に溶解させています。ブクブクしただけだと溶解率は

1％以下です。そのほとんどが気体として空気中に出てきてしまい吸い込むと人体（呼吸器系）に悪

影響があります。人の作業場でのオゾンガス濃度は国が労働衛生的許容濃度として０．１ｐｐｍ以下

である事と定めています。 

余談ですが。。。オゾンガスによる空気中の浮遊菌の殺菌、脱臭は有人時と無人時によって、そのケー

スにあったオゾンガス濃度設定をしっかり行なえば決して危険ではありません。実際にクリーンルー

ムや老人ホーム、ホテルの客室などで浮遊菌対策として活用されています。 



 
 

Ｑ：オゾン水は危険ではないの？ 

Ａ：通常、厨房や家庭で使用するオゾン水（ ｐｐｍ以下程度）であれば危険ではありません。オゾンガ

スがオゾン水中に閉じ込められているので空気中への放出が少なく問題ありません。 

しかし、蛇口からのオゾン水がシンクなどに激しくぶつかり弾けた場合、水中のオゾンが多少放出さ

れます。特に狭い場所で長時間オゾン水を使用する場合には低濃度であっても換気をするなど注意を

した方が良いでしょう。 

また一部のメーカーの極端に安いオゾン水製造装置で生成されるオゾン水はエゼクタなどを使用し

ていない為にオゾンガスがほとんど溶解せず蛇口からオゾンガスが放出され異常にオゾン臭いもの

があります。これは低濃度であっても危険ですので使用は避けたほうが良いでしょう。 

 

Ｑ：なぜ、オゾン水化させるのか 

Ａ：金魚ばちの中でブクブクさせたようなお水では接触部分が少ないためにムラのある殺菌になってしま

います。これはオゾン水ではありません。本来の良質なオゾン水はオゾンをエゼクタなどでミクロな

状態にしてお水の中に完全に溶解させているものを言います。水そのものに触れるだけで殺菌できる

お水のことです。 

ここで余談ですがオゾン水はオゾンそのものの殺菌力とは別に強力な殺菌力を持つＯＨ＊（ヒドロキ

シルラジカル）を生成しているのでオゾンガスの殺菌よりも数百倍の殺菌力を有しているといわれて

います。 

Ｈ２Ｏ+Ｏ３＝2ＯＨ＊+Ｏ２ 

 

Ｑ：オゾン水の濃度の確認方法 

Ａ：以下のような方法があります。 

１、匂いでの確認（少し生臭いにおいがします。）  

２、簡易測定（オゾンチェッカーを使う。3 万円弱）  
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３、パックテストを使う（50 回約 5000 円）  

４、オゾン水濃度計搭載の上位機種では連続的にオゾン水濃度を計測できます。 

（ＹＳ３０ＺＷＲ、ＹＳＢ３ＧＮＫＲ） 

 

Ｑ：オゾン水は材質を傷めない？ 

Ａ：１ｐｐｍ以下程度のオゾン水であれば、それほど材質を気にする必要はありません。長期でオゾン水

を特定の機材に使用するなどの場合は材質の選定には気をつけましょう。 
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